
2024 年度 学校自己評価 

昨年度までは、文部科学省が策定した「専修学校における学校評価ガイドライン」を使用していました

が、今年度より、厚生労働省が策定した「看護師等養成所の教育活動等に関する自己評価指針」に則り、

学校自己評価を実施しました。卒業生に対して実施した教育評価（ 満足度・到達度）のアンケート結果と

あわせ評価し、学校運営上の課題を明確にしましたので、今後の改善につなげるとともに、外部委員の参

画による意見を取り入れ、受益者である学生の学習環境改善に努めて参ります。 

 

【評価尺度】３：よく当てはまる ２：大体当てはまる  １：当てはまらない 

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅶ 

教育理念 

教育目的 
教育目標 

教育課程 

経営 

教授・学習 

評価過程 

経営 

管理過程 

卒業・就業 

進学 

1.79 1.76 1.67 1.84 1.41 1.58 

Ⅵ（入学、Ⅷ（地域社会・国際交流、Ⅸ（研究については、教員が取り組んでいないため除く。 
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Ⅰ 教育理念・教育目的 

１ 
卒業時点において育成する看護師等がどの様な資質を有しているのかが明示され、

その資質が、社会に対する看護の質を保障するのに妥当であるか 
2.21 

２ 
育成する看護師等の質を保障するために、どのような教育内容、教育方法、教育環境

を整えようとしているのかについて述べているか 
1.64 

３ 
看護、看護学教育、学生観について、教師の教育活動の指針になるように明示され、

実際に指針となっているか 
1.50 

４ 
教育理念・教育目的は、学生にとって学習の指針になるように具体的に明示され、実

際に指針となっているか 
1.64 

５ 自養成所の教育上の特色を示し、かつそれは法との整合性があるか 1.93 

 1.79 

II 教育目標 

６ 
看護実践者としての能力を育成する側面と、学習者としての成長発達を促すための

側面から教育目標を設定しているか 
1.86 

７ 
教育目標は、設定した教育内容を網羅し、かつ最上位の目標として、教育活動のゴー

ルが読みとれるものとして示しているか 
1.71 

８ 
卒業後の継続教育の考え方を示した上で、看護基礎教育として、教育目標を設定して

いるか 
1.79 

９ 
教育目標において、目標内容と到達レベルが対応し、具体的で実現可能な目標として

明示しているか 
1.64 

10 教育理念・教育目的と教育目標が一貫しているか 1.79 

 1.76 

III 教育課程経営 

11 
教育課程編成者と教職員全体は、教育課程と授業実践、教育の評価の関連性を明確に

持ち、教育理念・教育目的の達成に向けて一貫した活動を行っているか 
1.50 

12 
教育課程は、看護学の内容、求める学修の到達および学生の成長発達について明確な

考え方と根拠をもって編成しているか 
1.64 

13 

科目構成、単元構成の考え方と根拠を明確にして構成され、その考え方は教育理念・

目的、教育目標との整合性をもち、構成された科目は看護実践者を育成するのに妥当

であり、かつ養成所の特色をあらわしているか 

1.64 

14 
単位履修の方法とその制約が教師・学生の双方がわかるように明示し、その方法が学

生の単位履修の支援となっているか 
1.50 

15 
科目の配列は、単位履修と看護実践者になるために養成所が設定したその質を維持

して修得できるような配列になっているか 
1.71 

16 
単位認定の基準 設定）および方法において、看護専門職に必要な学修を認めるもの

として十分に根拠があり、また、妥当であるか 
1.93 

17 他の高等教育機関と単位互換が可能な体制を整えているか 1.93 

18 
教育課程を評価する体系が整っており、また、結果の活用においての倫理的規定が明

確になっているか 
1.50 



19 
担当科目や担当時間数の関連から、教員の専門性が活かされ、授業準備に関する時間

が保障され教員の専門性を教授できる体制を整えているか 
1.21 

20 
教育課程の運営の実践者である教員が自ら成長できるための相互研鑽、自己研鑽の

システムを整えているか 
1.14 

21 
臨地実習施設は、養成所の教育理念、教育目的、教育目標を理解し、学生の看護実践

の学習を支援する体制を整えているか 
1.86 

22 
臨地実習指導における学生の学びを保障するために、臨地実習指導者と教員がそれ

ぞれの役割を明確にし、協働体制を整えているか 
2.00 

23 
学生からケアを受ける対象者の権利を尊重するための考え方を明示し、学生への指

導を計画的にしているか 
2.07 

24 
臨地実習における学生が関係する事故を把握、分析し、安全教育、安全対策を計画的

にしているか 
1.79 

 1.67 

Ⅳ 教授・学習・評価過程 

25 
当該授業の内容は、教育課程との関係において当該学生のための授業内容のまとま

りとして考えているか 
1.79 

26 
授業内容のまとまりづくりの考え方は、科目目標との整合性を踏まえて明確に述べ

ているか 
1.71 

27 
授業内容のまとまりは、看護学の教育内容として妥当性がある内容となっているか 

 
1.86 

28 
当該授業内容と他の授業内容との関連において、重複や整合性、発展性などについて

明確になっているか 
1.71 

29 
履修形態 講義、演習、実験、実習）は、授業内容のまとまりづくりに応じた形態を

選択しているか 
1.93 

30 
授業展開に用いる指導技術についての考え方を授業計画等に明示し、実践している

か 
1.79 

31 
当該授業の展開過程の他に、学生の学習が深化、発展するための方法を意図的に選択

し、学習を支援しているか 
1.93 

32 
学生に対し効果的な教育指導を行うにあたり、教員間でどのような協力体制で行っ

ているか 
1.85 

33 
評価と指導の表裏一体性を踏まえた評価計画が立案・実施され、評価結果は、実際に

授業が改善されているか 
1.79 

34 
可能な限り、学生および教育活動を多面的に評価するために、多様な評価の方法を取

り入れ、目標の達成状況を明確に捉えてているか 
1.62 

35 
評価の方法について、特に単位認定のための評価については、学生に公表 認定基準

等）し、公平性があるか 
2.36 

36 
シラバスの提示や学習への指導は、養成所全体としての一貫性をもって、学生の学習

への動機付けと支援になっているか 
1.79 

 1.84 



Ⅴ 経営・管理課程 

37 

養成所の設置、教育理念、教育目的、教育課程運営、教育評価、および養成所の管理

運営に関する管理者の考え方を、設置者の意思との一貫性を持って明示し、かつ教職

員は理解しているか 

1.23 

38 

組織体制は養成所の教育理念・目的を達成するために意思決定のシステムや権限、役

割機能が明確であり、かつ組織構成員の意思の反映や決定事項を周知できるように

整えているか 

1.15 

39 

組織の構成と教職員の任用、および、教職員の資質の向上についての考え方と対策

は、教育理念・目的を達成するために整合性を持っているか 

 

1.15 

40 

養成所の財政基盤をどのように確保しようとしているかについて明確な考え方をも

ち、学習・教育の質の維持・向上につながるようになっているか 

 

1.38 

41 

教職員は、養成所がどのような財政基盤によって成り立っているかを理解し、それぞ

れの観点から財政についての意見を経営・管理過程に反映できるようになっている

か 

1.23 

42 

学習・教育環境について、管理者としてどのような考え方をもって整備しようとして

いるかを示し、その考え方に基づいて整備計画を立案し、実施しているか 

 

1.31 

43 

看護の専門職教育に必要な施設設備を計画的に整備し、また、医療・看護の発展や学

生層の変化にあわせて、整備・改善できるようになっているか 

 

1.62 

44 

学生および教職員にとっての福利厚生の施設設備は、養成所が設置されている地域

環境との関連から検討し、学生生活や教職員の職務が円滑に遂行できるように整備

しているか 

1.31 

45 
学生が入学後に学修を継続できる支援体制を多角的に、かつ学生が活用しやすいよ

ういに整え、実際に学生生活の支援になっているか 
1.62 

46 
教育・学習活動に関する関係者への情報提供を行うことによって、その協力・支援を

得ているか 
1.77 

47 
広報活動は、看護専門職を育成する機関として、その存在を十分にアピールし、かつ

社会的説明責任を果たす内容と方法になっているか 
1.77 

48 
養成所の運営は明確な将来構想の基に、中・長期計画、短期計画、毎年の運営計画・

実施・評価は整合性をもっているか 
1.25 

49 
自己点検・自己評価の意味と目的を理解し、実際に自己点検・自己評価を行うための

知識と方法を明確に持っているか 
1.54 

50 

養成所の自己点検・評価体制を整え、運用し、その機能を養成所のカリキュラム運営、

授業実践にフィードバックし、養成所の教育理念、目的、目標を維持・改善している

か 

1.46 

 1.41 



VII 卒業・就業・進学 

53 
卒業生の到達状況、就職・進学状況を分析した結果は、教育理念・教育目標と整合性

があるか 
1.85 

54 
卒業生の就職先での評価を把握し、問題を明確にし、教育を改善するために、就職先

との情報交換や調査の実施などができる体制が整っているか 
1.33 

55 
卒業生の活動状況を把握し、統計的に整理し、教育理念、教育目標、授業の展開に活

用しているか 
1.54 

56 卒業時の到達状況を捉える方法が明確であり、それを計画的に行っているか 1.62 

  1.58 
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教育評価（卒業時到達度）　 ３回生 ４回生 ５回生 ６回生

1 1  専門職業人として生命の尊厳と人権を擁護する行動がとれる。 4.8 4.7 4.8 4.8

2 2  豊かな人間性を備え、思いやりを持って行動できる。 4.8 4.8 4.8 4.8

3
3  看護の対象である人間を身体的・精神的・社会的・スピリチュアルな側面を持つ存在とし
て理解できる。

4.8 4.8 4.8 4.8

4 4  対象をライフサイクルのいずれかの成長発達段階にある生活者として理解できる。 4.7 4.8 4.8 4.8

5
5  人間は信念、価値観など個々に有する自己概念を持つ主体的な存在として生活している
ことを理解できる。

4.8 4.9 4.9 4.8

6 6  問題解決能力を備え、専門職業人として対象に応じた判断ができ、看護実践ができる。 4.6 4.7 4.8 4.7

7 7  地域社会や他職種に関心を持ち、保健・医療・ 福祉チームの一員として貢献できる。 4.7 4.8 4.8 4.8

8
8  自分の看護に対する考えを育て,地域社会に貢献し、自主的・自律的に看護を学び実践
できる。

4.7 4.8 4.8 4.8

4.74 4.78 4.80 4.78
5:到達できた    4:少しできた  3:どちらともいえない  2:あまり到達できていない   1:全く到達できていない

全平均

卒業時到達度アンケート調査結果

　３回生123名（無回答４名）　４回生115名（1４名）　５回生109名(16名)　６回生104名（27名）
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教育評価（卒業生満足度） 3回生 4回生 5回生 6回生

1  教育方針は明確に示されている 4.6 4.6 4.6 4.6

2 基礎分野の教育内容に満足している 4.6 4.7 4.6 4.8

3 専門基礎分野の教育内容に満足している 4.6 4.6 4.6 4.7

4 専門分野Ⅰの教育内容に満足している 4.6 4.7 4.5 4.8

5 専門分野Ⅱの教育内容に満足している 4.6 4.7 4.6 4.8

6 問題解決能力を備え、専門職業人として対象に応じた判断ができ、看護実践ができる 4.6 4.7 4.6 4.7

7 地域社会や他職種に関心を持ち、保健・医療・ 福祉チームの一員として貢献できる 4.7 4.7 4.7 4.8

8 自分の看護に対する考えを育て,地域社会に貢献し、自主的・自律的に看護を学び実践できる 4.6 4.7 4.7 4.7

9 専門的な知識が学べた 4.8 4.8 4.8 4.8

10 専門的な技術が身についた 4.7 4.6 4.6 4.8

11 シラバスと授業内容は概ね一致している 4.5 4.6 4.7 4.8

12 学習するための教材及び図書は十分である 4.3 4.4 4.5 4.7

13 国家試験対策に満足している 4.7 4.7 4.6 4.7

14 個別指導、進路相談など学生をサポートする体制が整っている 4.5 4.5 4.3 4.7

15 健康管理体制に満足している 4.4 4.6 4.4 4.7

16 授業やカリキュラムに対して評価する機会が与えられている 4.6 4.7 4.6 4.8

17 学校職員は、学生の関心事に耳を傾け、近づきやすい存在である 4.5 4.8 4.3 4.6

18 全体を通して、本校で学んだことに満足している 4.6 4.7 4.6 4.7

4.58 4.66 4.58 4.73

　３回生123名（無回答４名）　４回生115名（1４名）　５回生109名(16名)　６回生104名（27名）

5:大いにそう思う 　  4:そう思う 　 3:どちらともいえない 　 2:ややそう思う  　 1:　思わない

全平均

卒業生満足度アンケート調査結果
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Ⅰ 教育理念・教育目的：1.79 

卒業生の満足度アンケート結果は「１ 教育方針は明確に示されている：4.6」と高い評価を得るこ

とができた。教育目標は、「学生便覧」に明示し、入学時オリエンテーションで説明しており、学生へ

は伝達されていると考える。今後も教育理念・教育目的を教育活動の指針として活用できるよう、具体

的に明示していく必要がある。 

 

Ⅱ 教育目標：1.76 

  卒業生の到達度アンケート結果は、８項目全てにおいて 4.7～4.8 であり、満足度アンケート結果は

「２～５ 基礎分野・専門基礎分野・専門分野の教育内容に満足している：4.7～4.8」と高い評価を得

ることができた。このことから、教員は、教育目標を達成するために教育活動を行っていたと考える。 

今後も教育目標を設定し、看護実践者のための育成と学習者としての成長発達の支援に努めていき

たい。 

 

Ⅲ 教育課程経営：1.67 

2022 年度にカリキュラム改正があり、６回生より新教育課程に沿って実施しており、卒業生の満足

度からは（「２～５ 基礎分野・専門基礎分野・専門分野の教育内容に満足している：4.7～4.8」であり、

高い評価を得ることができた。 

しかし、教員の自己評価の低い項目として、「20 教員が自ら成長できるための相互研鑽、自己研鑽

のシステム（：1.14」「19 授業準備に関する時間が保障され教員の専門性を教授できる体制（：1.21」で

あり、相互研鑽、自己研鑽の体制作りが今後の課題である。 

実習に関しては、教員の自己評価は、（「23 対象者の権利を尊重するための考え方を明示し、学生へ

の指導を計画的にしている（：2.07」「22 臨地実習指導者と教員がそれぞれの役割を明確にし、協働体

制を整えている（：2.00」であり、今後も実習の計画に沿って、臨地実習指導者と教員が連携を図りなが

ら学生の学びを深めていきたい。 

 

Ⅳ 教授・学習・評価過程：1.84 

授業に関しての卒業生の満足度アンケート結果は、「11 シラバスと授業内容は概ね一致している：

4.8」と高い評価であり、教員は、「31 学生の学習が深化、発展するための方法を意図的に選択し、学

習を支援している（：1.93」（「32 教員が協力体制で行っている（：1.85」とあるため、今後も教員間で協

力しながら、学習支援を行っていきたい。 

  評価に関しては、卒業生の満足度アンケート結果は、「16 授業やカリキュラムに対して評価する機

会が与えられている：4.8」と高い評価であり、教員は、「学生に公表(認定基準等)し、公平性がある：

2.36」とあるため、授業、演習の評価を継続し、達成状況を把握していきたい。 

 

Ⅴ 経営・管理課程：1.41 

教員の自己評価からは、（「意思決定のシステムや権限、役割機能が明確であり、かつ組織構成員の意

思の反映や決定事項を周知できる：1.15」（「48 明確な将来構想の基に、中・長期計画、短期計画、毎

年の運営計画・実施・評価は整合性をもっている（：1.25」であり、低い評価となっている。今後の課題

としては、職員の意思の反映や決定事項の周知、将来構想と運営との整合性を図っていきたいと考え

る。 



Ⅶ 卒業・就業・進学：1.58 

今年度の国家試験合格率は現役生で 96.2％(104 名中 100 名合格)であった。准看護師資格試験を希

望した学生には受験させ、全員合格したため、国家試験不合者でも准看護師として採用され、次年度の

国家試験に臨む学生もいる。既卒者に対しては、８名に学習支援を行い、２名が合格できた。 

卒業生による満足度アンケートは、「13 国家試験対策に満足している：4.7」（「18 本校で学んだこ

とに満足している：4.7」と高い評価を得ており、現在の体制を継続していきたいと考える。 

しかし、教員の自己評価で（「54 卒業生の就職先での評価を把握し、問題を明確にし、教育を改善す

るたに、就職先との情報交換や調査の実施などができる体制が整っている（：1.33」は実施していないた

め、今後の課題としたい。現在、１回生が５年経過したところであり、状況を把握する予定であり、教

育の改善の参考にする必要があると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



2025 年６月 10日 

学校関係者評価委員 

１ （学校関係者評価の目的 

本校全般の運営について、教職員自らが自己点検・自己評価し、それに対して学校関係者から意見

を聴き、これを踏まえて学校運営の組織的、継続的な改善に取り組むことを目的とする。 

２ （学校関係者評価の内容 

 １）自己評価番号等の適切性                              

 ２）自己評価結果を踏まえた要約と今後の改善方策の適切性                          

 ３）その他 

３ （学校関係者からの評価意見 

【葵会仙台病院 病院長】 

 １）自己評価番号等の適切性 

自己評価に関しては、及第点もあるが低評価も項目も多数あり、尊宅なく数値化されていると思

われる。項目数も十分であると思われる。 

 ２）自己評価結果を踏まえた要約と今後の改善方策の適切性 

   卒業生の評価は全体的に、高評価なので教育自体の問題はないように思われる。 

   一方で、自己研鑽、および教員同士のかかわりがやや希薄とも思われる。将来に対しての問題も協

議等が十分にされていない状況のようだ。卒業生の合格率に関しては問題ないが、施設との連絡等が

不十分との認識がある。上記は総じて、業務多忙による可能性も高いと思われる要件が多く、今後の

課題と考えられる。 

 

【葵会仙台病院 看護部長】 

 １）自己評価番号等の適切性 

多様な項目を評価しており、学校全体の成果と課題が明確になっている。また、各項目は学校評

価のために適切な内容と考える。したがって、評価内容は適切であり、そこで明確になった成果や

課題も妥当と考えられる。 

 ２）自己評価結果を踏まえた要約と今後の改善方策の適切性 

   要約と今後の改善方策は、第三者から見ると、表現の飛躍はなく、根拠に基づいて丁寧に記載され 

いる。一方、改善方策は学校内の職員が主に行っていくため、職員が適切な表現かどうか判断する方 

が重要と考える。 


